
は
じ
め
に

当
協
会
設
立
以
来
78
年
、
世
界
に
類
を
見

な
い
日
本
刀
文
化
の
普
及
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
に
は
海
外
協
力

団
体
が
２
支
部
新
た
に
設
立
さ
れ
る
な
ど
世

界
的
に
刀
剣
文
化
が
広
ま
る
中
、
今
後
共
日

本
刀
文
化
発
信
の
拠
点
と
し
て
、
刀
剣
類
の

保
存
、
普
及
振
興
に
寄
与
す
べ
く
、
博
物
館

事
業
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
普
及
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．
公
益
目
的
事
業〈
伝
統
文
化
保
存
事
業
〉

（
１
）
博
物
館
事
業

①
展
示
活
動

刀
剣
博
物
館
を
運
営
し
、
今
年
度
は
下
表

の
と
お
り
展
示
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

刀
剣
類
の
入
門
や
研
究
に
適
し
た
書
籍
、
手

入
れ
用
具
、
刀
袋
、
袱
紗
等
の
関
連
商
品
を

販
売
し
て
来
館
者
の
利
便
に
供
し
ま
す
。
ま

た
随
時
学
芸
員
に
よ
る
解
説
も
行
い
、
知
識

の
普
及
を
図
り
ま
す
。
前
事
業
年
度（
令
和

７
年
度
）は
、
来
館
者
が
１
日
に
８００
人
を
超

え
る
日
も
あ
る
な
ど
多
く
の
お
客
様
に
ご
来

館
い
た
だ
き
、
今
後
も
特
別
展
を
は
じ
め
魅

力
の
あ
る
展
示
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

開
館
時
間
　�
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時�

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
　�

月
曜
日（
祝
日
は
開
館
、
翌
平

日
休
館
）及
び
年
末
年
始

入
館
料
　
　�

一
般
　
　
　
一
，
〇
〇
〇
円�

�

協
会
会
員
　
　
　
七
〇
〇
円�

�

学
生
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円�

�

中
学
生
以
下
無
料�

�

特
別
展
は
別
途
料
金
を
設
定

②
鑑
賞
会
事
業

８
月
と
12
月
を
除
く
毎
月
第
２
土
曜
日
刀

剣
類
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
、
広
く
参
加
を
募

り
、実
際
に
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、

講
師
が
鑑
賞
指
導
を
行
い
能
力
の
向
上
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日
の
午
前
に
３
回
、

刀
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し
た
経
験
の

な
い
初
心
者
を
対
象
と
し
た「
日
本
刀
鑑
賞

マ
ナ
ー
講
座
」を
開
催
、
刀
剣
に
興
味
を
持

っ
た
方
に
鑑
賞
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
正
し
く
鑑
賞
す
る
こ
と
で
日
本

刀
は
優
れ
た
芸
術
品
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
も
ら
い
、
初
心
者
が
鑑
賞
会
に
参
加
し
や

す
い
態
勢
に
い
た
し
ま
す
。

③
発
表
会
事
業

二
〇
二
六
年
度
現
代
刀
職
展
は
、
各
分
野

の
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
と
し
て
行
い
、
そ
の
結

果
の
発
表
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、

現
代
作
家
の
優
秀
さ
を
広
く
社
会
に
周
知
し
、

伝
統
技
術
の
保
存
向
上
を
図
り
ま
す
。

会
期
　�
８
月
１
日
～
８
月
30
日

会
場
　�
刀
剣
博
物
館

展
示
内
容
　�
現
代
刀
職
展
の
出
品
作
品
及
び�

無
鑑
査
認
定
者
の
作
品
展
示

�

※
秋
水
美
術
館
に
て
巡
回
の
予
定
　

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

　
令
和
８
（
二
〇
二
六
）
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

会　　　期 名　　　　　称

2026年４月１日～５月24日� �※１ 日本刀　重要美術品展

2026年６月６日～７月20日 第29回特別重要刀剣等新指定展

2026年８月１日～８月30日 2026年度現代刀職展　今に伝わるいにしえの技

2026年９月５日～10月12日 鈴木嘉定コレクション寄贈品展

2026年10月24日～12月20日 合同特別展　虎徹と助広（仮称）

2027年１月９日～３月７日� 第72回重要刀剣等新指定展

2027年３月20日～３月31日� ※２ 館蔵名品展（仮称）

※1　会期は2026年３月14日～５月24日　　※２　会期は2027年３月20日～５月23日
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④
古
伝
書
等
の
公
開
事
業

資
料
室
に
お
い
て
管
理
、
所
蔵
す
る
古
伝

書
等
刀
剣
に
関
す
る
資
料
を
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
一
般
に
閲
覧（
無
料
）、
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
資
料
室
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

⑤
刀
剣
相
談
事
業

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、
刀
剣
、
刀
装
、

刀
装
具
の
手
入
れ
方
法
や
扱
い
方
法
、
保
存

方
法
等
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
に
よ
る
所
轄
警
察
署
へ
の
届
け

出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
登
録
申
請
に
つ

い
て
の
相
談
も
受
け
、
各
都
道
府
県
の
登
録

業
務
に
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、要
望
に
よ
り
、

刀
剣
類
、
文
献
、
甲
冑
等
の
寄
贈
及
び
寄
託

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⑥
広
報
誌
の
発
行
事
業

広
報
誌
『
刀
剣
美
術
』
を
今
年
度
は
８３１
号

か
ら
８４２
号
ま
で
を
毎
月
発
行
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
毎
月
開
催
し

て
掲
載
内
容
を
検
討
、
決
定
し
、
当
協
会
の

情
報
発
信
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の
普
及
、

知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
、
刀

職
、
愛
刀
家
の
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
活

用
い
た
し
ま
す
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
協
会
の
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
海
外
へ
の
普
及
の

た
め
に
広
報
誌
の
内
容
を
一
部
英
訳
し
て
掲

載
し
ま
す
。
さ
ら
に
刀
剣
類
の
知
識
向
上
の

た
め
に
役
立
つ
情
報
も
随
時
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
教
育
、
講
習
事
業

①
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

今
年
度
は
６
月
下
旬
の
４
日
間
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
柄
下
地
の
部
、
刀
装
金
具
の
部
の
２
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
講
習
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
し

ま
す
。
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②
第
59
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
・

第
53
回
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

今
年
度
は
７
月
下
旬
に
各
部
門
３
日
間

（
計
６
日
間
）、当
協
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、
研
磨
技
術
は
鍛
冶
研
ぎ
の
部
と

研
磨
の
部
の
２
部
門
、
外
装
技
術
は
白
鞘
・

刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
３
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
研
修
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

就
か
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
し

ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と
し
て
構
成
し
、
修

了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら
な

る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は
特
別
研
修
コ
ー

ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研
修
会
を
受
講
で

き
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
用
に
聴
講
コ
ー
ス

も
設
け
、
特
別
研
修
・
研
修
・
聴
講
の
３
段

階
の
態
勢
で
多
様
な
需
要
に
応
じ
ま
す
。

③
第
44
回
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

今
年
度
は
９
月
下
旬
に
４
日
間
、
島
根
県

の
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。
本
研
修
会
は
文
化
庁
の
作
刀
承
認

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
は
刀
匠

を
目
指
す
方
に
限
り
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
募
し
ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と

し
て
構
成
し
、
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
更
な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は

特
別
研
修
コ
ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研

修
を
受
講
で
き
ま
す
。

④
村
下
養
成
講
座

た
た
ら
操
業
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
１
月

よ
り
島
根
県
の
日
刀
保
た
た
ら
に
お
い
て
実

施
し
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
の
継
承
、

向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
は
選
定
保
存
技

術
保
持
者（
村
下
）及
び
製
鉄
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

①
二
〇
二
六
年
度
現
代
刀
職
展

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目

的
と
し
て
、
作
品
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
募
し
、
作
刀
の
部（
太
刀
・
刀
・

脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、
短
刀
・
剣
の
部
）

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
４
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
高

松
宮
記
念
賞
及
び
正
宗
賞
を
は
じ
め
と
し
た

特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考
し
、

ま
た
研
磨
の
部（
鎬
造
の
部
・
平
造
の
部
）、

刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
、
白
鞘
の
部
、
刀

装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
７
部
門

に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
６
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
文

部
科
学
大
臣
賞
及
び
木
屋
賞
を
は
じ
め
と
し

た
特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考

し
、
全
部
門
の
表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
、
賞

金
、
副
賞
等
を
授
与
し
ま
す
。

（
４
）
検
定
・
資
料
収
集
事
業

①
刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査
事
業

４
月
、
７
月
、
10
月
と
１
月
を
除
き
、
毎

月
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
等
の
審
査

を
実
施
し
、
合
格
し
た
物
件
に
は
鑑
定
書
を

発
行
し
ま
す
。

刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、刀
装
・

刀
装
具
は
５
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
該
当
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④
古
伝
書
等
の
公
開
事
業

資
料
室
に
お
い
て
管
理
、
所
蔵
す
る
古
伝

書
等
刀
剣
に
関
す
る
資
料
を
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
一
般
に
閲
覧（
無
料
）、
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
資
料
室
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

⑤
刀
剣
相
談
事
業

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、
刀
剣
、
刀
装
、

刀
装
具
の
手
入
れ
方
法
や
扱
い
方
法
、
保
存

方
法
等
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所

持
等
取
締
法
に
よ
る
所
轄
警
察
署
へ
の
届
け

出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
登
録
申
請
に
つ

い
て
の
相
談
も
受
け
、
各
都
道
府
県
の
登
録

業
務
に
協
力
し
ま
す
。
ま
た
、要
望
に
よ
り
、

刀
剣
類
、
文
献
、
甲
冑
等
の
寄
贈
及
び
寄
託

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⑥
広
報
誌
の
発
行
事
業

広
報
誌
『
刀
剣
美
術
』
を
今
年
度
は
８３１
号

か
ら
８４２
号
ま
で
を
毎
月
発
行
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
毎
月
開
催
し

て
掲
載
内
容
を
検
討
、
決
定
し
、
当
協
会
の

情
報
発
信
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の
普
及
、

知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
研
究
者
、
刀

職
、
愛
刀
家
の
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
活

用
い
た
し
ま
す
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
協
会
の
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
海
外
へ
の
普
及
の

た
め
に
広
報
誌
の
内
容
を
一
部
英
訳
し
て
掲

載
し
ま
す
。
さ
ら
に
刀
剣
類
の
知
識
向
上
の

た
め
に
役
立
つ
情
報
も
随
時
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
２
）
教
育
、
講
習
事
業

①
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

今
年
度
は
６
月
下
旬
の
４
日
間
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
柄
下
地
の
部
、
刀
装
金
具
の
部
の
２
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
講
習
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

従
事
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
し

ま
す
。
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②
第
59
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
・

第
53
回
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

今
年
度
は
７
月
下
旬
に
各
部
門
３
日
間

（
計
６
日
間
）、当
協
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、
研
磨
技
術
は
鍛
冶
研
ぎ
の
部
と

研
磨
の
部
の
２
部
門
、
外
装
技
術
は
白
鞘
・

刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
３
部

門
と
し
ま
す
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査
ク

ラ
ス
と
し
、
研
修
生
は
原
則
と
し
て
刀
職
に

就
か
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
刀
職
を
目
指
す

方
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
し

ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と
し
て
構
成
し
、
修

了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
さ
ら
な

る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は
特
別
研
修
コ
ー

ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研
修
会
を
受
講
で

き
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
用
に
聴
講
コ
ー
ス

も
設
け
、
特
別
研
修
・
研
修
・
聴
講
の
３
段

階
の
態
勢
で
多
様
な
需
要
に
応
じ
ま
す
。

③
第
44
回
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

今
年
度
は
９
月
下
旬
に
４
日
間
、
島
根
県

の
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。
本
研
修
会
は
文
化
庁
の
作
刀
承
認

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
は
刀
匠

を
目
指
す
方
に
限
り
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
募
し
ま
す
。
３
年
を
１
単
位
と

し
て
構
成
し
、
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
更
な
る
研
修
を
希
望
す
る
方
に
は

特
別
研
修
コ
ー
ス
を
設
け
、
３
年
の
特
別
研

修
を
受
講
で
き
ま
す
。

④
村
下
養
成
講
座

た
た
ら
操
業
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
１
月

よ
り
島
根
県
の
日
刀
保
た
た
ら
に
お
い
て
実

施
し
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
の
継
承
、

向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
は
選
定
保
存
技

術
保
持
者（
村
下
）及
び
製
鉄
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

①
二
〇
二
六
年
度
現
代
刀
職
展

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目

的
と
し
て
、
作
品
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
募
し
、
作
刀
の
部（
太
刀
・
刀
・

脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、
短
刀
・
剣
の
部
）

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
４
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
高

松
宮
記
念
賞
及
び
正
宗
賞
を
は
じ
め
と
し
た

特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考
し
、

ま
た
研
磨
の
部（
鎬
造
の
部
・
平
造
の
部
）、

刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
、
白
鞘
の
部
、
刀

装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
７
部
門

に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
受

け
付
け
、
６
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
、
文

部
科
学
大
臣
賞
及
び
木
屋
賞
を
は
じ
め
と
し

た
特
賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考

し
、
全
部
門
の
表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
、
賞

金
、
副
賞
等
を
授
与
し
ま
す
。

（
４
）
検
定
・
資
料
収
集
事
業

①
刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査
事
業

４
月
、
７
月
、
10
月
と
１
月
を
除
き
、
毎

月
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
等
の
審
査

を
実
施
し
、
合
格
し
た
物
件
に
は
鑑
定
書
を

発
行
し
ま
す
。

刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、刀
装
・

刀
装
具
は
５
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
該
当
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月
の
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が
委

嘱
ま
た
は
指
名
し
、
審
査
規
程
及
び
審
査
基

準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

②
刀
剣
類
の
重
要
・
特
別
重
要
審
査
事
業

第
29
回
特
別
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
は
４

月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
第
72
回
重
要
刀
剣

等
審
査
申
請
は
10
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で

各
々
受
け
付
け
、
審
査
会
を
開
催
し
、
指
定

さ
れ
た
物
件
に
は
指
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が
委

嘱
ま
た
は
指
名
し
、
審
査
規
程
及
び
審
査
基

準
に
則
り
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
第
29
回
特
別
重
要

刀
剣
等
新
指
定
展
と
し
て
２
０
２
６
年
６
月

６
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で
、
第
72
回
重
要
刀

剣
等
新
指
定
展
と
し
て
２
０
２
７
年
１
月
９

日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
刀
剣
博
物
館
で
公
開

展
示
し
ま
す
。

③
資
料
収
集
事
業

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特

別
重
要
の
各
審
査
を
実
施
し
た
際
、合
格
品
、

指
定
品
に
つ
い
て
調
書
及
び
写
真
を
デ
ー
タ

で
作
成
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
管
し
ま

す
。
特
に
重
要
・
特
別
重
要
刀
剣
等
に
つ
い

て
は
、
指
定
品
を
図
譜
と
し
て
纏
め
て
出
版

し
、
頒
布
し
ま
す
。

ま
た
、全
国
の
国
指
定
文
化
財
等
を
保
存
・

管
理
す
る
施
設（
個
人
・
団
体
）に
職
員
を
派

遣
し
、
保
存
状
況
の
調
査
確
認
、
押
形
の
採

取
、
文
献
等
の
資
料
の
収
集
を
実
施
し
、
あ

わ
せ
て
当
該
施
設
に
対
し
保
管
方
法
に
関
す

る
助
言
、
修
理
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
収
集

し
た
資
料
は
適
宜
広
報
誌
等
で
発
表
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
５
）
資
格
付
与
事
業

①
無
鑑
査
の
選
任

刀
職
の
能
力
の
基
準
を
明
確
に
し
、
刀
職

の
目
指
す
べ
き
１
つ
の
目
標
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
無
鑑
査
選
任
規
程
に
則
り
、
現

代
刀
職
展
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て
対
象
者

を
無
鑑
査
に
認
定
し
ま
す
。

②
伝
位
授
与

刀
剣
類
の
知
識
、
鑑
定
眼
に
よ
り
段
階
的

に
伝
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
刀
家

の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、
１
つ
の
目
標
と
な

り
刀
剣
類
の
保
存
、
普
及
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
伝
位
授
与
規
程
に
則
り
授

与
し
ま
す
。
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
伝
位
審

議
会
は
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
の
計
４

回
開
催
し
、
審
議
の
結
果
、
答
申
書
を
提
出

し
、
会
長
ま
た
は
理
事
会
の
承
認
を
経
て
伝

位
を
授
与
し
ま
す
。
伝
位
授
与
者
は
広
報
誌

に
掲
載
し
ま
す
。

③
刀
剣
等
指
導
員
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員

の
登
録

刀
剣
等
の
指
導
員
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
刀
剣
等
指
導
員
規
程
及
び
刀
剣
等
指
導

補
助
員
規
程
に
基
づ
き
、
対
象
者
を
指
導
員

及
び
指
導
補
助
員
に
登
録
し
、
刀
剣
等
指
導

員
証
明
書
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。
指
導
員
、
指
導
補
助
員
は

広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

（
６
）
た
た
ら
製
鉄
事
業

①
選
定
保
存
事
業
の
製
造
技
術
の
継
承
と
向

上
の
た
め
、
ま
た
、
刀
剣
制
作
に
必
要
な
玉

鋼
の
確
保
の
た
め
に
、
た
た
ら
製
鉄
事
業
を

１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
３
代
行
い
ま
す
。

②
製
造
し
た
玉
鋼
を
６
月
下
旬
よ
り
刀
匠
に

分
与
し
、そ
の
使
用
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

③
玉
鋼
の
品
質
研
究
及
び
備
蓄
を
図
り
ま
す
。

（
７
）
刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

全
国
77
カ
所
及
び
海
外
７
カ
所
に
あ
る
協

力
団
体
を
地
方
及
び
海
外
の
窓
口
と
し
て
刀

剣
類
の
保
存
普
及
事
業
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
事
業
と
し
ま
す
。
協

力
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も
相
当
と
判

断
し
た
場
合
は
同
様
に
助
成
し
ま
す
。

①
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
講
師
の
派
遣
に
よ
り
、

鑑
賞
の
指
導
及
び
刀
剣
類
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

②
８
月
と
12
月
を
除
き
、
協
力
団
体
で
開
催

さ
れ
る
鑑
賞
会
へ
の
鑑
賞
刀
剣
類
の
貸
出

③
協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会

の
助
成
及
び
共
催

④
そ
の
他
協
会
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
事

業
の
助
成

（
８
）
そ
の
他

①
外
部
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
広

く
刀
剣
類
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
し

ま
す
。

②
本
協
会
の
事
業
は
日
本
国
内
の
み
を
対
象

と
せ
ず
、
海
外
に
お
け
る
刀
剣
類
の
文
化
の

保
存
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

③
墨
田
区
旧
安
田
庭
園
内
の
文
化
教
養
施
設

と
し
て
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
も
、
墨

田
区
の
各
種
事
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
本

刀
文
化
の
普
及
振
興
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
企
画
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

④
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
公
開
承
認
施

設
と
し
て
、
日
本
の
誇
れ
る
文
化
施
設
と
し

て
、
文
化
の
保
存
、
向
上
に
寄
与
で
き
る
博

物
館
の
運
営
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し

ま
す
。

⑤
そ
の
他
本
協
会
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
い
ま
す
。
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科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　　基本財産運用益 2,450,000 0 2,450,000
　　　　　 基本財産利息収益 2,450,000 0 2,450,000
　　　　特定資産運用益 250,000 0 250,000
　　　　　 特定資産受取利息 250,000 0 250,000
　　　　受取会費及び入会金 20,000,000 20,000,000 40,000,000
　　　　　 会費及び入会金 20,000,000 20,000,000 40,000,000
　　　　事業収益 603,900,000 0 603,900,000
　　　　　 刀剣博物館入館料収益 50,000,000 0 50,000,000
　　　　　 保存刀剣鑑定会収益 350,000,000 0 350,000,000
　　　　　 重要刀剣等指定会収益 74,000,000 0 74,000,000
　　　　　 鑑賞会収益 3,000,000 0 3,000,000
　　　　　 書籍売上収益 20,500,000 0 20,500,000
　　　　　 出版売上収益 3,000,000 0 3,000,000
　　　　　 広告料収益 9,800,000 0 9,800,000
　　　　　 伝位登録料収益 100,000 0 100,000
　　　　　 雑収益 4,000,000 0 4,000,000
　　　　　 たたら事業収益 89,500,000 0 89,500,000
　　　　受取補助金等 4,650,000 0 4,650,000
　　　　　 受取国庫補助金 4,650,000 0 4,650,000
　　　　受取寄付金 9,719,000 844,000 10,563,000
　　　　　 指定正味財産からの振替額等 9,719,000 844,000 10,563,000
　　　　　　　経常収益　計 640,969,000 20,844,000 661,813,000

　　⑵経常費用
　　　　　 役員報酬 3,480,000 3,830,000 7,310,000
　　　　　 給料手当 134,070,000 2,740,000 136,810,000
　　　　　 福利厚生費 26,910,000 1,420,000 28,330,000
　　　　　 賃金 33,810,000 0 33,810,000
　　　　　 旅費交通費 6,400,000 5,650,000 12,050,000
　　　　　 通信運搬費 13,450,000 710,000 14,160,000
　　　　　 消耗品費 4,120,000 360,000 4,480,000
　　　　　 印刷製本費 32,500,000 0 32,500,000
　　　　　 光熱水料費 10,380,000 910,000 11,290,000
　　　　　 修繕費 21,680,000 1,890,000 23,570,000
　　　　　 賃借料 32,760,000 2,850,000 35,610,000
　　　　　 広告宣伝費 14,470,000 0 14,470,000

（単位：円）

正味財産増減予算書

令和8年4月1日から令和9年3月31日まで
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科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　　基本財産運用益 2,450,000 0 2,450,000
　　　　　 基本財産利息収益 2,450,000 0 2,450,000
　　　　特定資産運用益 250,000 0 250,000
　　　　　 特定資産受取利息 250,000 0 250,000
　　　　受取会費及び入会金 20,000,000 20,000,000 40,000,000
　　　　　 会費及び入会金 20,000,000 20,000,000 40,000,000
　　　　事業収益 603,900,000 0 603,900,000
　　　　　 刀剣博物館入館料収益 50,000,000 0 50,000,000
　　　　　 保存刀剣鑑定会収益 350,000,000 0 350,000,000
　　　　　 重要刀剣等指定会収益 74,000,000 0 74,000,000
　　　　　 鑑賞会収益 3,000,000 0 3,000,000
　　　　　 書籍売上収益 20,500,000 0 20,500,000
　　　　　 出版売上収益 3,000,000 0 3,000,000
　　　　　 広告料収益 9,800,000 0 9,800,000
　　　　　 伝位登録料収益 100,000 0 100,000
　　　　　 雑収益 4,000,000 0 4,000,000
　　　　　 たたら事業収益 89,500,000 0 89,500,000
　　　　受取補助金等 4,650,000 0 4,650,000
　　　　　 受取国庫補助金 4,650,000 0 4,650,000
　　　　受取寄付金 9,719,000 844,000 10,563,000
　　　　　 指定正味財産からの振替額等 9,719,000 844,000 10,563,000
　　　　　　　経常収益　計 640,969,000 20,844,000 661,813,000

　　⑵経常費用
　　　　　 役員報酬 3,480,000 3,830,000 7,310,000
　　　　　 給料手当 134,070,000 2,740,000 136,810,000
　　　　　 福利厚生費 26,910,000 1,420,000 28,330,000
　　　　　 賃金 33,810,000 0 33,810,000
　　　　　 旅費交通費 6,400,000 5,650,000 12,050,000
　　　　　 通信運搬費 13,450,000 710,000 14,160,000
　　　　　 消耗品費 4,120,000 360,000 4,480,000
　　　　　 印刷製本費 32,500,000 0 32,500,000
　　　　　 光熱水料費 10,380,000 910,000 11,290,000
　　　　　 修繕費 21,680,000 1,890,000 23,570,000
　　　　　 賃借料 32,760,000 2,850,000 35,610,000
　　　　　 広告宣伝費 14,470,000 0 14,470,000

（単位：円）

正味財産増減予算書
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　　　 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類

　　　　　　　　令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

（１）資金調達の見込みについて

　　　当期中に借入れによる資金調達の予定はありません。

（２）設備投資の見込みについて

　　　当期中における重要な設備投資の予定はありません。

科　　　　　目
公益目的事業会計

伝統文化保存普及事業

法人会計

（管理費）
合計

　　　　　 租税公課 35,430,000 0 35,430,000
　　　　　 助成費 5,590,000 0 5,590,000
　　　　　 支払保険料 4,740,000 910,000 5,650,000
　　　　　 書籍仕入費 14,900,000 0 14,900,000
　　　　　 顧問料 0 6,190,000 6,190,000
　　　　　 玉鋼材料費 38,120,000 0 38,120,000
　　　　　 支払負担金 140,000 70,000 210,000
　　　　　 渉外費 1,220,000 250,000 1,470,000
　　　　　 委託費 78,060,000 0 78,060,000
　　　　　 雑費 9,230,000 190,000 9,420,000
　　　　　 減価償却費 90,224,000 6,158,000 96,382,000
　　　　　 支払寄付金 0 300,000 300,000
　　　　　 退職給付費用 15,504,000 816,000 16,320,000
　　　　　 会議費 0 20,000 20,000
　　　　　　 経常費用　計 627,188,000 35,264,000 662,452,000
　　　　　　 当期経常増減額 13,781,000 △�14,420,000 △�639,000
　　　　　　 当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　　 当期一般正味財産増減額 13,781,000 △�14,420,000 △�639,000
　　　　　　 一般正味財産期首残高 2,319,677,226 1,504,655,498 3,824,332,724
　　　　　　 一般正味財産期末残高 2,333,458,226 1,490,235,498 3,823,693,724
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　 一般正味財産への繰入額 9,719,000 844,000 10,563,000
　　　　　　 当期指定正味財産増減額 △�9,719,000 △�844,000 △�10,563,000
　　　　　　 指定正味財産期首残高 612,558,832 12,501,201 625,060,033
　　　　　　 指定正味財産期末残高 602,839,832 11,657,201 614,497,033
Ⅲ　正味財産期末残高 2,936,298,058 1,501,892,699 4,438,190,757
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31　　刀剣美術2026.5（832号）

　「現代刀職展」は、研磨、刀身彫、彫金、白鞘、刀装、柄前、白銀の伝統技術の保存と
向上を図ると共に、多くの皆様に現代技術の優秀さを広め、文化財としての刀剣への関心
を高めることを目的として開催しております。本年も以下の要領で開催いたします。奮っ
てご出品ください。

1 .主催　公益財団法人日本美術刀剣保存協会
2 .後援　�日本放送協会�  

今年度から日本放送協会より後援及びNHK会長賞をいただくこととなりました。
3 .出品資格　本協会会員でない方も出品できます。各部門共に伝統的技術・材料によって
制作されていないものは、審査の対象外となります。公募展に未発表の作品に限ります。
4 .出品受付期間　2026年６月１日（月）〜３日（水）　期間厳守
5 .出品方法　所定の出品申込書・え符に必要事項をご記入の上、出品物件と共に提出して
ください。出品物件を送付される場合は、申込書等を同梱して受付期間内に到着するよ
うに期日を指定して送付してください。宛名には必ず出品部門を明記してください。
6 .出品部門
　（1）研磨の部　「鎬造の部」「平造の部」の２部門。同時に両部門への出品が可能です。

国宝・重文・重美に指定・認定されたものは除き、太刀、刀、脇指、短刀、槍、薙刀
のうち一部門につき一口を出品してください。出品作品には必ず登録証を添付してく
ださい。研磨の部は新作刀の研ぎを歓迎します。

　（2）刀身彫・彫金・白鞘・刀装・柄前・白銀の部　各部門一口に限って出品してください。
また出品部門を明示してください。出品作品には必ず登録証を添付してください。

　（1）（2）共に、出品作品は2025年６月以降、2026年５月末日までに研磨及び制作されたも
のに限ります。この期間以外のものは出品できません。

7 .審査会　６月中旬の予定
8 .審査員　詳細はHP上にて発表します。
9 .審査結果　審査結果は出品者に直接通知します。
10.各賞と賞金　特賞：賞金100,000円及び副賞、優秀賞：賞金50,000円、努力賞：賞金20,000円
11.表彰式　2026年７月31日（金）
12.展　示　�８月１日（土）〜30日（日） 

秋水美術館にて巡回……９月12日（土）〜10月18日（日）
13.作品集　「現代刀職展」の展示図録として、入賞以上の作品を掲載の予定です。
〈注意事項〉
◇諸般の事情により日程変更の可能性がありますことを予めご了承ください。随時、協会
ホームページ及び『刀剣美術』誌上でご案内いたしますので、ご覧ください。
◇展示図録には入賞者のお名前と共に顔写真を掲載の予定です。予めご了承ください。
◇出品刀には必ず登録証をつけ、刀袋に入れてください。
◇主催者は入賞、入選作品を展示及び撮影できるものとし、また当該作品画像を書籍・パ
ンフレットの頒布及び広告宣伝（WEB上への掲載を含む）に利用できるものとします。
◇返却は巡回展後となります。

2026年度現代刀職展
研磨・刀身彫・彫金・白鞘・刀装・柄前・白銀の部　出品受付
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